
   

【研究報告（2018 年度）】 

チーム① 妊娠・出産及び子育て期の子どもといる生活の研究チーム 
「健康安全研修会」におけるシミュレーション教育の実践 

 
廣瀬伸一*1)、宮城由美子 2）、塚原ひとみ 2）、佐久間良子 2）、小柳康子 2）、松本祐佳里 2）、藤原悠花 2） 

野村優子 1)、太田栄治 3）、藤田貴子 1) 
1）福岡大学医学部小児科学、2）福岡大学医学部看護学科 

3）福岡大学病院総合周産期母子医療センター、*）チーム責任者 
 
 

要   旨 
福岡市と共催して行った、子育て支援技術の段階的研修である「福岡市健康安全研修会」の実践

研修編にシミュレーション教育を取り入れた効果を明らかにすることを目的とし、実践研修編に参加
した保育士・看護師 75 人に質問紙調査を行い、単純集計と自由記述による満足度を分析した。研修
の理解度は、けいれん時の対応場面シミュレーション 94.5％、救急蘇生法シミュレーション
95.9％、異物除去シミュレーション 95.9％であった。研修を保育場面で活かせるかでは、75.3％が
とてもそう思うであった。活かせるとした具体的内容は、「具体的なシミュレーションで現場それぞ
れの役割で動けた」「けいれんに遭遇した事がなかったので、シミュレーターや動画を通してどのよ
うな感じか実感できた」であった。実際に触る、経験できる場や機会を増やして欲しい、繰り返し研
修の要望が寄せられた。2月には本研修の内容を現場に還元したことや改めて疑問に思ったことを確
認する機会をもち、知識や技術の定着を図る振り返り研修を実施予定である。 
 
 
１．緒 言 
 地域・家庭の子育て力を強化し、妊産婦・育
児期の母親の孤立を防ぎ、就学前の「こどもと
いる生活」を支えることを課題とした取り組み
として、①妊娠期の継続支援である「祖父母学
級」、②「プレママ・パパワークショップ」の
開催に加え、平成 30年度は、福岡市子育て支
援部の「健康安全研修会」を共同開催した。 
研修会では保育所の保育士、子育てサークル

の指導者を対象に、子育て支援技術の段階的研
修を展開し支援技術の評価を行い健康支援対応
力の向上を図ることを目的とした。研修会は、
基礎編と実技編を行い参加者の支援技術の効果
評価を行ったので報告する。 
２．方 法 
1）基礎編 
実施日時：2018年 11月 12日 14時～17時。 

参加者：福岡市内の地域型保育園事業、幼稚園
型認定こども園、認可外保育園公立および私立
認可保育所（以下保育所等）の保育士および看
護師 299人。研修内容：「保育所等における体調
不良の子どもの手当て」「保育所等における死
亡・障害事故と危機管理」に関する講演。 
2）実践編（2回開催） 
実施日時：1回目 2018年 12月 1日 12：30～

16：20、2回目 2018年 12月 15日 12：30～16：
20。参加者：基礎編を受講した保育士および看
護師で希望者を募り 1回目 39人、2回目 36人。
研修内容：テーマ「けいれん発生時における手

当と連携」。(1)小児科医による講義「保育所・
幼稚園におけるけいれん対応」(2)シミュレーシ
ョン研修①Sim juniorを活用した「けいれん時
対応」場面の実演体験：（けいれん時の対応場面
の視聴覚教材製作含む）、②シミュレーターを用
いた「異物除去」、「心肺蘇生」体験。 
3)実践編振り返り研修 
 実施日時：2019年 2月 16日 13：00～16：20。
参加者：実践参加者。研修内容：実践編再トレー
ニングとして振り返り研修予定である。 
３．研究結果 
1）基礎編の参加者の属性 
基礎編参加者アンケート回収は 271人（90.6％）

であった。 
2）保育所における安全への対応 
保育中にヒヤリハットを経験した者 204 人

（75.3％）、保育中にけいれんやアナフィラキシ
ーショックなど子どもの急変を経験した者 60人
（22.1％）であった。過去に保育中の事故や急変
時対応に関連した研修会に参加した者 145 人
（64.2％）であった。研修内容 94.7％の者が「と
ても・まあ満足した」と回答していた。研修内容
を今後の保育場面で 95.9％が活かすことができ
ると回答していた。 
3）実践編 
 実践編の参加者 75人の保育所での業務・役割
別の状況は、3歳未満の担任 40人（53.3％）、幼
児担任 3人（4.0％）、フリー6人（8.0％）、主任
9 人（12.0％）、管理者 11 人（14.7％）、看護師



   

2 人（2.7％）、その他 4 人（5.3％）であった。
参加者が勤務する保育所等に看護師が配置され
ている 18人（24.0％）であった。けいれん対応
の講義について、「とても・まあ理解できた」
89.1％であった。シミュレーション研修では、け
いれん時の対応について、「とても・まあ理解で
きた」94.5％であった。救急蘇生法では 95.9％、
異物除去では 95.9％が理解できていた。 
研修の内容を保育場面で活かせるかでは、「と

てもそうだ」75.3％、「まあそうだ」24.6％であ
った。活かせるとした具体的内容は、「具体的に
シミュレーションで現場それぞれの役割で動け
たこと、実際に心肺蘇生を行えたので大変良か
った」「けいれんに遭遇した事がなかったので、
シミュレーターや動画を通してどのような感じ
なのか思うことができ、その時の対応、薬などの
効果なども知れて活かしていきたい」であった。 
 今後の要望や意見として、「すべて実際に触る
ことができたり経験できたので大変勉強になり
ました。経験できる場が今後もたくさんあると
より多くの現場の保育士が経験できるので、機
会を増やして欲しい」「繰り返し、この研修を行
っていただけるとありがたい。」などがあった。 
 2 月には本研修の内容を現場に還元したこと
や改めて疑問に思ったことを確認する機会をも
ち、知識や技術の定着を図る予定である。 
４．考 察 
保育中にけいれんやアナフィラキシーショッ

クなどの子どもの急変を経験した者が全体の半
数以下である。保育中に急変場面に遭遇したこ
とがないために、子どもの状態や対応方法をイ
メージすることが困難であり、書籍や講義形式
での学習では限界があるといえる。保育士を対
象にした救急時対応の様々な研修は開催されて
いる。しかし、参加できる人数の制限や、実践
形式の研修は少ないのが現状である。本研修で
は、講義での知識確認後、講義だけでは伝えに
くい現実的な場面を、独自に作成した視聴覚教
材を用いて提示したあと、シミュレーターを用
いた実践的な研修を行った。結果、鮮明なイメ
ージを活用し知識と技術をつなぎ合わせ、自ら
の施設を想定した考察等、より具体的な救急対
応の方法を検討する機会となった。（また、繰
り返し練習することで、実践力の向上が期待で
きる。）特にけいれん時の対応として、他の職
員とどのように連携を取るか、救急場面を想定
して何が必要かなどを中心に確認した。マニュ
アルや症状確認のチェック表、救急対応グッズ
などは施設によって準備状況は様々であった。
研修中に他施設の参加者と情報共有すること
で、工夫点などを知るきっかけになっていた。 
 先行研究でも、救急場面の対応は経験が少な
く「技術不足」に陥ることが述べられている。
救急場面の対応は、保育の知識だけでなく医療
や看護の知識・技術が必要となる。特に、子ど
もの急変は速やかで確実な対応が求められる。
しかしながら、本調査より保育の現場に看護師

などの医療職を配置しているのは 24.0％と少な
く、救急場面に遭遇した際、保育士が自らの知
識や経験から対応していかざるを得ない状況で
ある。従って、保育と医療職が連携して研修の
機会を持つことによって、保育士は医療的な知
識・技術の向上を図るとともに、医療職は保育
の現場での問題点や保育ならではの工夫点を知
り、相互作用によって子どもたちの養育環境を
整えていくことにつながるといえる。 
 以上のことより、実践を交えた研修会の必要
性が示唆された。しかし、シミュレーターやマ
ンパワーの問題から一度に多くの参加者を募る
ことはできていない。本研修に参加した保育士
や看護師が自施設における安全支援力を向上さ
せる役割を担えるように育成することが必要で
ある。研修会参加者の実践力の向上のみに関わ
らず参加者が主体となり保育現場で伝達や教育
実践研修が行えるように教材作成を含めて検討
していきたい。 
５．結 論 
1）保育士の保育中にヒヤリハットした経験
75.3％、子どもの急変によって救急対応の経験
22.1％であった。 
2）シミュレーション研修は、経験が少ない救
急場面をイメージしやすく、具体的な対策を考
えることができていた。 
3）保育と医療職が連携して研修の機会を持つ
ことによって、保育士は医療的な知識・技術の
向上を図るとともに、医療職は保育の現場での
問題点や保育ならではの工夫点を知り、相互作
用によって子どもたちの養育環境を整えていく
ことにつながる。 
６．研究発表 
2019年 6月 20～22日の日本小児保健研究会

学術集会での発表に向けて準備中である。 
７.その他の活動の進捗状況 
1）孫育て・子育て講座 
毎月第４土曜日に実施し、2019年 1月までに

10回開催し 134人が参加した。その内、地域の
医療機関受診中の妊産婦と家族の参加者 27人
（20.1％）で城南区と共働した講座案内の効果
であるといえる。 
2）プレママ・パパワークショップ 
1回目開催：2018年 6月 30日 10時～12時。 

参加者：13組 25人。実施内容：①赤ちゃん先
生とのふれあい（NPOママの働き方応援隊の協
力）、②かかりつけ医の見つけ方と予防接種。 

2 回目開催：2018 年 12 月 8 日 10 時～12 時。 
参加者：12組 23人。城南区との共催し、開催
案内は城南区より発信した。実施内容：①赤ち
ゃん先生とのふれあい（NPOママの働き方応援
隊の協力）、②パパスクール「父親あることを
楽しむ生き方」（NPO法人ファザーリングジャパ
ン九州の協力）③ママスクール「かかりつけ医
の見つけ方と予防接種」、「ハンドマッサージ体
験」。 
８．知的財産権の出願・登録状況  該当なし 


